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実
態
把
握
と
目
標
設
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・学部 高 

・学年  

・対象児童生徒の障害 ■知的障害、□自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

□その他（          ） 

・対象児童生徒の課題   昼夜逆転により朝起きることができず、前年度は登校で

きないことが多かった。 

将来、就労することを希望しているため、朝の起床や通

学バスへの乗車に間に合うよう、自己管理できる必要が

ある。 

・自立活動の目標 就寝や起床時間の記録をつけ、生活リズムを整えようと

することができる。 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き   コミュニケーション   

・支援の手立て 記録用紙を準備し、就寝時間・起床時間・その日の体調

を確認することにより、生活リズムを整えるためにはど

のようにすればいいか考えて行動するよう促す。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 記録をつけることにより、自分に必要な睡眠時間、生活

リズムを整えるための就寝と起床の時間を知ることがで

きた。その結果、ある程度意識して睡眠時間を確保する

ようになった。しかし、週末等は生活リズムが乱れやす

いため、今後も引き続いて取り組む必要がある。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

記録用紙を用いて情報を共有し、本人と確認することで

時間を意識するようになり改善がみられた。しかし、就

寝や起床に関しては、自己管理で行う必要があるため、

いかに意識して継続的に取り組み、習慣化していくかが

課題である。 

グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

視覚的に生活リズムや体調が分かりやすいように工夫す

る。 

継続して自分で記録ができるように簡素なシートにす

る。 



 

 ２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 家庭環境の変化により生活リズムが乱れてしまった。生

活リズムが乱れたことにより、体調管理が難しくなり学

校を休むことが増えた。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

環境の変化に対してどのようにフォローできるかが課題

である。 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

＜目標＞ 

卒業後の進路を意識し、生活リズムを整えて生活をする

ことができる。 

＜課題＞ 

家庭環境や季節などに変化があっても、整えた生活リズ

ムを維持すること。 


